


旧総社小学校の南にある古墳時代(7世紀後半)に造ら
れた蛇穴山古墳の調査です。校庭を掘り下げてみる
と、古墳を囲む堀の外側に堤(つつみ)と堀が見つかり
ました。貼石は水平を意識しながら、 20-S0cmほどの
石を置いていることがわかります。この調査で蛇穴山古
墳は二重の堀を持つ、82m四方の古墳であることがわ
かりました。

曾

元総社地区は奈良時代に群馬の中心地だっ
た国府(今でいうと県庁)がありました。
前橋市が区画整理を行う(ここでは新しい道
路をつくる)前に、今年度も発掘調査を行いま
した。.今年度は残念ながら国府に関係する遺
跡は見つかりませんでしたが、縄文時代と古
墳時代の特徴のある遺跡を紹介します。

縄文時代前期(今から6000年前)の住居E赤から土偶が見
っかりました。大きさは約6cmの板状の土偶で、す。目と
乳房があるのがわかります。当時の人々がどのようなこ
とを祈って作ったのか想像してみてください。このように
完全な形で発見されたのは、大変珍しく県内でも数少な
いことです。

舟形容器

水田跡から舟の形をした木製の容器が出土しました。
木をくりぬくようにして作られています。儀式などの特
別な時に使われていたようです。

城の中心部分へ通
じる「車橋門」の外
側を調査しました。
江戸時代末に、掘
が門を半円形に囲
むように造り直され
ていました。

平安時代(1108)年の浅間山の噴火による火
山灰に埋もれていました。この時代の水田は
古墳時代より大きくなります。

古墳時代から平安時代の住居跡が、51軒発見され
ました。これら多くの住居跡ではカマドが良く残って
いました。ここは砂地で崩れやすい場所なので、煙
出し部分を石で、組んで丈夫にした珍しいカマドも見
っかりました。今回の調査で今まで遺跡は少ないと
思われていた南橘地区にも、古代の遺跡があること
がわかりました。

調査した場所の中央から、室町
時代にあった勝沢城に関係する
と思われる溝が見つかりました。
また違う場所からは縄文土器が
見つかりました。

平安時代(1108年)の浅間山
噴火で降ってきた火山灰に
埋もれてしまった水田の跡
が発見されました。

群馬県では火山

の噴火による火
山灰や軽石が時

代を探る目安に

なっています。

古漬時代(4世紀)の浅間山の噴火による
火山灰に埋もれていました。1辺が2-4m
で整然と区画されており、赤城山の南側で
稲作が始まった頃の水田です。
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発掘調査の目的
土地開発など工事等で埋まっている遺跡が壊されてしまう前に、発掘調査を行い写真や図面で 「記
録保容」をします。史跡整備をするだめの発掘謂査では、保容・活用を考えながら遺跡の内容を確認

します。

発掘調査で見つかるもの
建物や溝の跡などの地面を掘った跡が見っかります。これを遺構(いこう)と呼びます。遺構から
は遺物が出土します。遺物には土器、石器、木製品、金属製呂、動物の骨などがあります。

発掘調査でわかること
遺構や遺物から、地下に埋まっていた昔の人々の生活の様子がわかります。遺物からは遺構のおお
よその時代がわかります。

。山王廃寺(放光寺)について~古代群馬に奈良法隆寺に匹敵する寺院が存在した~

総社町総社にある日枝神社の境内に、山王廃寺のI苔Is¥礎(柱の土台の石〉があります。大正時代に偶然発見され、
ここに古代寺院があったのではと調査が始まりまレた。昭和3年には、このI苔Is¥礎が国の史跡に指定されましだ。
I苔Is¥礎が発見された日枝神社が山王権現をまつっていることから、山王廃寺と醇ばれるようになりました。
昭和49年の調査では、 「放光寺」と刻まれた文字瓦が出土しました。この「放光寺」の名前は高崎市の「山上
碑」と「上野国交替実録帳」にも見られる「政光寺」に一致すると思われています。その後ち何度か調査が行わ
れ、 I苔・金堂・講堂などの建物を確認することができました また根巷石や石製鴫尾などの石造物や緑租陶器など
の貴重な日々が多数発見されました。高い技術の石造物は総社古墳群にある宝培山古墳や蛇穴山古墳の技術にち通

じる精巧な物です。平成9，11年の調査では瓦や土器に混じって、塑像 (粘土で作つだ像)が3，000点ほど出土し
ました。この塑像は奈良法隆寺の塑像に匹敵する高い技術によって作られています。この造営には上毛野氏が深く
関わっていると考えられ、 山王廃寺は7世紀後半(白鳳時代〉に建てられた県内最古の寺院であることがわかって
きましだ。

前橋市教育委員会では平成18年度から5力年計画で、山王廃寺範囲確認調査を行っています。平成19年度まで
の調査で、講堂が東西31m・南北25m、金堂が東西22m・南北18mと判明し、回廊に固まれだ主要施設の範囲が
東西約80m・南北約100mの規模であることがわ力、りました。
以上のことから、山王廃寺が古代東国を代表する寺院であったことがより確かとなりました。そして、これまで
の調査の結果から、 I苔山礎だけでなく、 山王廃寺全体が国の史跡範囲として拡大指定されました。

注〉廃寺・・・今は残っていない寺のこと。

古文化財保護課では~主な催し物の紹介~女

・前橋・高崎連携事業文化財展
平成20年1月から3月!こ『前橋・高崎の古代遺産東国千年の
都古墳から寺院へ』を行い、両市出土の考古資料を合同で展
示しました。前橋市での開催期間中には、約7千人の見学者が
訪れ、前橋・高崎の古代遺産に触れていただきました。なお、こ
の事業は今年度も行う予定です。

¥ ・問い合わせ・ ¥

-前二子古墳石室復元市民プロジェクト
平成18年度からの3カ年計画で、石室内部を1878年に発
掘された当時の姿に戻す活動です。2年自の19年度は金属
製品馬具を作製しました。5月下旬には石室に納める儀式を
含めたイベントを大室公園で行います。なお、 20年度は玉・
鏡の復元を予定しています。

平成20年3月31日発行 前橋市教育委員会文化財保護課
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